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第 2 章「事象理論の形成」では、Sorter が事象アプローチを提唱するに至るまでの、彼
の経歴や研究、そして 1969 年の論文で示される事象アプローチを要約している。本章は、
以降の各章の起点としての位置づけが与えられよう。 







































取り扱われるのは、財務報告の記述に用いられる XBRL FR である。 





第 10 章「XBRL GL による会計事象の記述」では、洗練された事象アプローチを可能と
































つ重なる領域に位置する書籍であること以外にも 2 つあるようである。 






























にする技術の 2 つが考えられる。本書で提示される解決手段は、前者に対しては SRCD、
後者に対しては XBRL GL であると考えられる。しかし、現行の SRCD は、企業の用いて
いる勘定体系の詳細についての知識を所与とするものであり、果たしてこれが集約方法を
指定するインターフェイスとして適切といえるのであろうか。また、XBRL GL で記録され
た会計情報は、自動化された方法で XBRL FR へと集約されるとしても、企業は会計情報
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をネイティブの XBRL GL インスタンスで記録・保管する義務は存在しない。SRCD を所
与とするならば XBRL GL は親和性の高いデータ構造言語であるが、企業がネイティブの
XBRL GL のデータを用いて処理するとは限らない。XBRL GL はあくまで技術標準であり、
その意義は、会計情報システムが記録する属性の明示化と、異なる実体やシステムの間で
交換されるデータの標準化にあるのではなかろうか。 
これらの評者の指摘は、決して本書の欠点をあげつらうコメントではない。むしろ、本
書が魅力的な内容を含んでおり、多くのことを考えさせる契機となるゆえのコメントであ
る。本書は表題の、事象システムによる会計ディスクロージャーの拡張を扱っているだけ
でなく、会計情報システムそのものを理解するためにも有用な研究書である。コンピュー
タに親しみのない人にも、食わず嫌いをせず、是非触れていただきたい一冊である。 
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